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10gr平均に与え，週2回野菜を与えた。実験開始
ZコI 緒 -=- に当って平均体重は 14gr強であって，固定時の平 
Chlorophyllは周知のとおり一種の色素蛋白質で 均体重は 199r弱であった。体重の推移は実験，対
あるが，その臨床的効果については内外に多数の研 照両群の聞に有意の差は認められなかった。(表 1) 
究報告があり，しかもその応用は多方面にわたって
いる。すなわち創傷面の肉芽形成の促進，肝機能の
増進，造血機能および血液循環の促進病原菌に対す
る殺菌作用，脱臭効果等である。しかるにその基礎
的検索はきわめて少なし臨床薬理学的な研究は 2， 
3見られるが，組織学的検索にいたってはほとんど
見るべきものがない。
今回 Chlorophyll の新らしい誘導体である 
“Pink -Chloron" を入手した機会民， 本物質が実
験動物の臓器組織像におよぼす影響を追及する目的
で実験を行なった。 
11 材料および方法
Pink司 Chloronは銅クロロフィリン亜硫酸ナトリ
ウム (C34H3sN4S03Na3Cu)90%以上を含む，桃紅
色ないし暗赤色の粉末で，水によく溶け，メタノー
jレに微かに溶け，エーテJレ，ベンゼン等には溶けな
い。水溶液の pHは5.0"，，8.0である。また波長 510
mμ において吸収の極大を示す。
実験動物には ddN系マウス(♀生後 37日〉を 
用いた。実験方法は Pink-Chloronを滅菌蒸溜水
K 1: 5の割合に溶解したものをマウスの背側皮下
に注射した。投与量はマウスを 3群に分ちそれぞ
れ，第 1群 2mgrjgr，第2群 1mgrjgr，第 3群
0.3mgrjgrとし注射を隔日に行ない 30日後解剖し
所要臓器をとり出し固定した。対照各群には滅菌蒸
溜水のみを注射した。 1群を 20匹とした。飼料は
、実験動物中央研究所 CE-2固型飼料を 1日1匹当り
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表1. 第 2群 1.0mgrjgr投与試験における体
重の変化(実験・対照各群♀ 20個体) 
解剖後取出した臓器の処理は S. J. Lampros(l) 
の方法にしたがい減圧下に Carnoy-dioxane混合 
液で固定し， dioxaneをとおした後直ちに paraffin
~乙移し型通り包埋した。組織切片は 5μ および 7μ 
とし， hematoxylin咽 eosin染色および過沃素酸
Schiff (P AS)反応をほどこした。固定した臓器は
脳，脳下垂体，甲状腺，肺臓，胸腺，肝臓，醇臓， 
腎臓，副腎，牌臓，卵巣，消化管，支持組織および
筋等であるが，今回はその中主に脳下垂体， 甲状
腺，副腎，肝臓，醇臓等の所見について報告した 
い。なお腎臓，消化管，卵巣，牌臓，胸腺，支持組
織ならびに筋等については一応検索したが今回用い
た染色方法では対照との聞に見るべき所見が得られ
なかったことを付記する。(表 2) 
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表 2. Pink-Chloron投与マウスの主要臓器に
おける所見の有無
者J 
に着色を見るごときことはない。摘出臓器に肉眼的
な異常は認め得なかった。
以下第2群のマウスについて，対照と比較しつつ
所見を述べる。 
1) 肝臓
中心静脈は明瞭であって，それから周辺に向い放
射状に肝細胞索が走るのを認めるが，間もなくその
走行は不規則となり互いに吻合して肝細抱網を形成
甲
状 する。小葉間結合組織の発達は弱く，小葉の区画は腺I(斗宮君主手増加の
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肝細胞聞を走る毛細血管網は迂曲し，諸々に血管
洞を形成し，小葉中心部では肝細胞索に泊つでほぼ
放射状に走り，中心静脈寸乙向う。クップエノレ星細胞
は血管洞内に突出し，核は類楕円形を呈し，比較的
明調である。核膜ならびに核小体は明瞭であって，
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III所見
第 1群の 2mgrfgr投与群は第 1回注射直後ほと
んどが蹄まり，痘響を起 ζして 10ないし 15分後に
は3個体を残して死亡した。残った個体は注射後液
の漏れた疑いがあり，第2回の注射により同様にし
て死亡した。第3群の 0.3mgrfgr投与群は摂餌，
運動等正常と変らず，乙の両群の個体から得られた
組織所見はいずれも対照マウスとの聞に著明な差異
を認め難い。第3群のマウスでは第2群で得られた
所見と同様でただ軽微なものが認められた。第2群
の 1mgr/g:r投与群では注射後一時的に運動が鈍く
なるものを見たが間もなく快復し正常マウスと同様
に運動，摂餌を行なう。なおこの群で第3回および
第 8回の注射後下半身麻痔の状態lとなり 2個体が死
亡した以外は終始健康に見うけられた。注射後糞尿
は多角球形で，通常1箇の大型胞状核をもつが，時
にやや小型の 2核を有するものが認められる。核膜
は著明で 1ないし数箇の核小体を有し，多数の染色
質塊を認める。胞体内には核のー側に帽状の明調帯
があり， ゴノレヂー装置の陰像を示す。また胞体の大
部分はエオジン，一部ヘマトキシリンに淡染する多
数の粗大類粒およびエオヅン淡染性の微細頼粒によ
って占められ，かつ諸所に空胞様構造を認める。小
葉間動静脈および胆管はともに壁が薄く，少量の結
合組織性被膜を有する。
しかしてグリコーゲンは多量に証明される。標本
の周辺部では固定液の侵透方向の遠位に偏在する
が，中程へ進むにしたがうてそのような現象は認め
られない，したがって中央部に存在する典型的な肝
小葉について所見を述べる。
中心静脈とそれに開口する血管洞に接した肝細胞
では反応は特に強く，グリコーゲン頼粒はほぼ均等
でかつ禰漫性に存在するが，小葉周辺部の小葉間動
静脈応接する肝細胞では反応は比較的弱く，かつグ
リコーゲン頼粒の分布は粗である。
クップエJレ星細胞にも PAS反応陽性物質の認め
られる志のもあるが，多くの場合証明きれない。か
っこの物質のあるものは Bensley法にしたがった
唾液消化試験耐性を示した。そのほか血管周囲の結
合組織中にあらわれる間葉細胞と思われるもの，お
よび肝細胞の一部l乙唾液消化耐性 PAS反応陽性頼
粒を認めたものがあった。
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次に実験マウスの肝臓においては，対照マウス同
様中心静脈は大きく明瞭であるが小葉間結合組織は
弱く，小葉の境界は明らかでなく，肝細胞は隣接小
葉のそれと相互に移行している，ただわずかに小葉
間動静脈ならびに胆管の周辺K結合組織の存在を認
め得るのみである。
肝細胞索は中心静脈の周辺においてはやや明瞭で
放射状走行を示すが，間もなく不規則に吻合し全体
として肝細胞網を形成する。
肝細胞聞を走る毛細血管網は迂曲して諸々に血管
洞を造るが，洞形成は対照マウスK比較してやや少
ない。
クップエjレ星細胞は血管洞内皮に付着し，あるい
は洞内に遊離して見られるが，対照マウスとの聞に
著明な差は認め難い。
肝細胞は 1ないし 2箇の大型胞状核を有し，胞体
内には核膜に接して明帯としてゴjレヂー装置の陰像
を認めるものがある。また諸所に脂肪滴の溶去した 
と思われる大小の空胞が認められる。胞体の多くは
エオジンに濃染する頼粒によって占められるが，そ
の分布は対照マウスに比較して均等ではなく諸所に
粗大な塊を形成し，さらに対照マウスにおけると同
様にへマトキシリンに淡染する微細頼粒が局部的に
散在するのを認める。
小葉間動静脈および胆管は対照との聞に著変を認
め難い。
グリコーゲンは中心静脈周辺の肝細胞においては
多量に証明され，核を除く胞体内の分布は均等かつ
i調漫性であるが，対照マクスに比較するとやや量的
に少ない。また小葉周辺帯の肝細胞特に小葉間動静
脈に接する部分では，胞体内の PAS反応陽性頼粒
は著しく少なく，わずかに散在する程度か，あるい
は PAS反応疑陽性の微細頼粒が禰漫性に存在する
のみで・あって，対照マウスとの聞に著しい差異を示
す。クップエノレ星細胞にも PAS反応陽性物質の存
在を認め唾液消化耐性を示すものがあった。 
2) 醇臓 
  
i) 外分泌部

実質を包む結合組織性被膜の発達は弱く，それか
ら実質内に侵入した間質は実質を多数の小葉に分け
ている。小葉間結合組織中氏血管，神経，導管等が
認められる。
終末部は多角形ないし花弁状を呈し数筒の腺細胞
から構成される。個々の終末部の聞には結合組織と
諸所に小血管とを認める。終末部l乙腺腔を認め得る 
ものははなはだ少ない。
腺細胞の核は球形ないし卵形を呈し，核膜と明瞭
な核小体とを認める。染色質は粗大であって核膜に
付着しているものが多い，核は概して胞体の基底部
に位置する。細胞の頂部はエオジンに濃染した粗大
頼粒すなわちチモーゲン粒子によって占められ，細
胞質の密度が高く， リボ核蛋白が存在すると考えら
れている細胞基底部は青色に染色され，細胞頂部と
明らかなる対照を示す，しかしこのものの分布は部
位により一様ではない，ほとんどへマトキシリンに
染色せられる頼粒の認め難い終末部もある。なお終
末部の腺細胞には 2核を有するものがある。
次に Pink-Chloron投与マウスにおける拝外分
泌部の所見は対照マウスとの聞に著明な差異を認め
難いが，腺細胞基底部のリボ核蛋白の存在部位の染
色性に軽度の増大が見られる。チモーゲン粒子につ
いては著しい変化を認めなかった。
i) ランゲルハンス島
島細胞は球形あるいは楕円形の胞状核を有し，染
色質頼粒は比較的微細で少ない，胞体Kはエオジン
に著しく淡染する中等大の頼粒を有し，その聞に小
空胞が散在する，したがって外分泌部腺細胞に比較
して著しく明調である。細胞聞の境界は明らかで、な
い， これらの戸細胞に混じて， エオジンにやや強
く染まるところの微細頼粒を胞体にもった α 細胞
が散在する。細胞聞の毛細血管の拡張，充血等は認
められない。
実験マウスにおける所見もこれとほぼ同様であ 
る。
3) 	 脳下垂体
 
i ) 前葉(腺葉)

対照マウスにおける下垂体前葉主細胞(色素嫌性
細胞)は円形ないし楕円形を呈する小型胞状核を有
し，細胞質は少なく，細胞境界は明瞭ではない。核
小体の明らかに認められるものもあるが，多くは 2
ないし 3箇の染色質塊が不正形を呈して散在し，明
瞭な核小体を認め難い。核膜の走行の不規則なもの
が若干認められる。
酸好性細胞の胞体はエオジン好性の微細頼粒によ
って占められ，若干の空胞様構造の認められる場合
もあるが，頼粒は概して均等かつ鴻漫性である。核
は明瞭な核膜と微細な染色質頼粒とを有し，核小体
の認め難いものもあるが通常 1ないし 2筒の小型の
核小体を有する。
塩基好性細胞の胞体はヘマトキシリン好性の比較
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的粗大な頼粒を有し，その分布は均等ではない。核
のー側に核膜に接して半月状の明調帯を認めるもの
があり，ゴルヂー装置の陰像と考えられる。
なお酸好性ならびに塩基好性細胞ともに細胞体の
大きに定型的なもののほかに小型のものが見られ
た，また前者には暗調性の不正形核を有するものが
相当の頻度で認められた。
次l乙縁帝細胞は下垂体腔に面してほぼ一層の規則
的配列を示すが，腹側では数層となり一般に小型で
諸所l乙濃縮性の核を有するものを認めた。
結合組織性被膜の発達は弱く，実質細胞聞には細
血管の分布が著明であった。
実験マウスの前葉実質細胞は主細胞を除き対照マ
ウスのそれと比較して差異を認め難い，すなわち形
態的にも量的にも差異を示きないが，主細胞は前葉
の実質内で諸所l乙集団を形成しているのが認められ
増多を暗示している。しかしてそのような主細胞群
では，核はやや染色質密度が高く，卵形，楕円形を
示すものが多いが中 K不正形のものもある，また胞
体はほとんど認め難い。
結合組織性被膜ならびに縁帯細胞の配列等は対照
マウスとの間に差を認めない。実質内の血管分布に
も特別の所見を認めなし、。
ii) 中間部
中間部の実質細胞は一般に楕円形ないし不正円形
を呈するものが多く，前葉実質細胞に比較すると概
して大型である。
核は円形ないし短惰円形で大型胞状を呈する。核
小体は不明瞭であり，染色質密度は比較的低い。胞
体は細胞質l乙富み，へマトキシリンに淡染する穎粒
を有する。
縁帯細胞は扇平あるいは卵形の濃染性の核を有
し，エオジン好性の胞体を有するが，細胞間の境界
は明らかではない。前葉氏比較して実質内の血管分
布は少なし 1。
実験マウスでは実質細胞の聞に軽度の萎縮像を示
すものが見られた，すなわち対照マウス同様大型胞
状の核を有する実質細胞の他rc_，不正円形ないし楕
円形のやや小型の暗調核をもら胞体の染色性も低
く，かつ諸所l乙空胞様構造が観察された。
縁帯細胞，血管分布等には差異を認め難い。 
ii) 後葉
後葉細胞に 2型が認められる，すなわち比較的小
型の染色質網の粗な円形胞状核を有し，細胞質はほ
とんど染色性をもたず微細頼粒状を呈する型と，前
者に比較するとやや暗調を呈し染色質密度の高い，
不正楕円形の核を有し，ときにその胞体中にエオツ
ン好性の微細頼粒を有する型とである。
そのほか無髄神経線維とその聞に介在する結合組
織線維および同細胞の核ならびに比較的豊富な血管
とが存在する。
中間部との境界をなす結合組織性被膜の発達は弱
く，境界付近でしばしば中間部実質細胞の後葉内へ
の侵入を認めた。
実験マウスの後葉では染色質網の粗な円形胞状核
をもっ後葉細胞は対照K比較して著しく少なく，ほ
とんどが第 2の型に属する後葉細胞によって占めら
れていた。そのほかの所見では対照との間に差異を
認め難い。 
4) 甲状腺
対照マウスで、は腺体は結合組織性の被膜におおわ
れ，それから起った結合組織線維は腺体内部に侵入
して数個の小胞群を分っている。小胞は比較的小型
であって，個々の小胞は屑平ないし立方形の上皮細
胞を持ち，断面は円形ないし類円形のものが多い。
上皮細胞の核は円形あるいは楕円形を呈し 1ない
し2個の著明な核小体を有する，染色質の密度は余
り高くない。胞形質は比較的少なく，エオツンに淡 
染する。小胞上皮の基底膜との聞にやや大型の傍小
胞細胞を認める，多くの場合数個が群をなし，核は
大型胞状で，胞体はエオジンに淡染している。
コロイドはエオジン l乙濃赤染し，諸々に周辺空胞
をもった小胞を認める。小胞群および個々の小胞間
には多数の血管を認める。
実験マウスの甲状腺は対照マウスのそれに比較し
て著変を認めないが， 上皮細胞は概して扇平であ
り，かつ周辺空胞が少ない。小胞の大きさは一様で
はない。 
PAS反応では対照， 実験両群ともに小胞内コロ
イドが濃染しており，対照マウスの甲状腺で 1例に
おいて諸々に細胞内コロイド小滴を認めた。 
5) 副腎  
i) 皮質
外層を包む結合組織性の被膜は紡錐形で濃縮i伎の
状態を呈する結合組織細胞の核多数を有し，諸処l乙
長楕円形芯いし卵形を呈する暗調の核をも認める，
内側l乙接する球状帯とは漸次移行している。
球状帯の細胞配列は、不規則であって，核は不正卵
形ないし球形を呈し一般に暗調で染色質密度高く，
核小体を認め難いものがある。胞体はエオジン好性
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の微細頼粒が禰満している，束状帯近傍のものでは
該頼粒は次第に減少し，胞体中に空胞を認めるもの
がある。細胞の境界は明瞭ではない。'
束状帯では細胞境界の明らかな多角形を呈する明
調細胞が索をなして配列し網状帯K移行する。束状
帯細胞は円形ないし卵形の核を有し，染色質は疎で 
1ないし 2個の核小体を有する。胞体は類脂質の溶
去した後が空胞状に認められ，その聞にエオジンに
淡染した粗い頼粒が存在する。類脂質は球状帯側に
多く認められ，網状帯側へ移行するにしたがってエ
オジン染性の頼粒が増加する。細胞索の聞には結合
組織ならびに内皮細胞の核を認めるが，血管の拡張
等は認められない。
網状帯では細胞索の配列は不規則であって，束状
帯広比較すると細胞体は小型である。核は円形のも
のが多く染色質は疎で核小体を認める。胞体は球状
帯同様エオジン好性の頼粒によって占められる。細
胞索聞には血管が比較的豊富である。
実験マウスの副腎皮質は対照マウスとの聞にかな
り著明な差異を認める。すなわち結合組織性被膜は
やや疎となり，対照マワス Kおいても見られた暗調
な卵形核の増加が認められた。
球状帯は厚きを著しく減少しており，細胞数も少 
ない。細胞核は概して暗調であるが，対照に比較し
て染色質密度は低い。胞体のエオジン好性頼粒も減
少している。また数個所において染色質密度の著し
く高い暗調を呈する不正卵形核を有する細胞が群を 
なして出現し，その一部は束状帯に侵入した像が認
められた。該細胞の胞体は僅少でエオジンにやや濃
染している。また一部ではほとんど球状帯細胞が認
められず，被膜に接してただちに束状帯が在るかの
亡とき像を認めた。
束状帯細胞は対照と同様細胞索をなすが，細胞体
はやや小型となり，類脂質溶去による空胞様構造は
増大している，特に網状帯付近において著明であっ
て，反面エオジン好性頼粒の減少が認められた。核
の形態には大差を認め難し、。
細胞索の間を占める洞様毛細血管は網状帯側でや
や拡張を示した。
網状帯は萎縮が著明であって，束状帯からの移行
像は認められず明瞭に境されている。あたかも束状
帯と髄質との聞に圧平されたかの感を呈する。核は
対照応比較してやや小型で卵形ないし楕円形のもの
が多く，染色質は粗である，中には著しく暗調を示
すものもある，対照に見られるごとき球形核と比較
的大きな胞体を有する細胞は散在性に見出されるの
みである。また紡錐状の結合組織細胞の核を思わせ
るやや濃縮性の核が諸処に介在している。網状帯細
胞の胞体はエオジンに濃染しており，束状帯と明瞭
に境されるが，細胞相互の境界は明らかで、ない。
ii) 髄 質 
髄質細胞は結合組織ならびに血管によって大小の
群に分たれており，不正球形ないし多角形を呈する
大型細胞で，細胞境界はおおむね明瞭であり，細胞
体は胞状を呈する。核は球形を呈し，染色質頼粒は
比較的微細であって密度は低い。血管の充血等は認
められない。
実験マウスの髄質の所見は対照との聞に大差を認
め難い。
そのほか脳，肺臓，胸腺，腎臓，牌臓，卵巣，腸
管，筋，軟骨，結合組織等には有意と思われる変化
は認められなかった。排j世路にあたる腎臓について
は特に検索に留意したが組織像はまったく正常であ
った。また副腎皮質の変化が卵巣に影響をおよぼす
ことも考慮されたが所見を見出し得なかった。 
IV 総括および考察
Pink-Chloronの 1:5水溶液をほぼ 0.15ccすな
わら 2mgrjgrの量を皮下注射されたマウスは直後
にジョック症状を発して間もなく死亡したが，これ
は極めて大量投与であって 1mgrjgrおよび、 0.3mgr
jgrの量で皮下注射された群は運動，摂餌ともに健
全であって外観的になんら所見を認め得なかったこ
とから，原等(2)の薬理学的研究によって明らかなと
おり Pink心hloronの毒性はきわめて低いか，皆
無に近いものと考えられ， また 1mgrjgrという投
与量もかなり大量であり，乙れの連続投与によって
も組織的には一部の臓器に所見を認めたに止った。
すなわち組織所見で最も変化の著明であったのは
副腎皮質であって，球状帯ならびに網状帝の縮少と
相対的な束状帯の増大とを認めた。雌性マウスでは
生後  3カ月を過ぎると網状帯の退縮が認められる
が，本実験マウスは生後 67日目で固定されており，
対照マウスはまだ網状帯に変化の兆しはない。肝臓
はへマトキシリン・エオジン染色標本では一般構造
に大きな変化は認められなかったが， PASーへマト
キシリン染色では肝小葉周辺帯におけるグリコーゲ
ンの減少を認めた，ま Tこ醇臓ではランゲ、ルハンス島
の細胞相に変化は認め難かったが，外分泌部腺細胞
の基底部におけるリボ核蛋白質の存在の染色性の増
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多を認めた。脳下垂体においては前葉の酸好性なら 
びl乙塩基好性細胞の量的変動は軽微であったが，色
V 結論
素嫌性細胞は増加を思わせる所見を認めた。中間部 Pink-Chloron水溶液の大量すなわち 1mgr/gr 
kは著変を認めず， 後葉では小型球形核をもっ後 を連続皮下注射された雌性マウスの諸臓器の組織学
葉細胞の減少が観察された。甲状腺では対照，実 的検索を行なった結果次のことがいえる。
験両群の間K著変を認めない。 B.Gruskin(3)は 1) 神経系，肺臓，胸腺，醇島，副腎髄質， 腎
その報告の中で Chlorophyllの投与により結合 臓，牌臓，卵巣，腸管，筋，支持組織等には所見を
組織の発育促進を暗示し，またL.W. Smith<めは 認め得なかった。 
Chlorophy11誘導体が生体組織に対して毒性を有 2) 脳下垂体中間部，後葉，甲状腺等の実質細胞
さないのみでなく，組織培養液に ζれを加えると線 には弱い変化が認められたが，甲状腺については貯
維芽細胞の成長が促進されるととを見出している 蔵型小胞の増多の傾向を示したものと考える。
が，今回の実験例では夫等の報告を裏付ける Cとき 3) 脳下垂体前葉，肝臓，梓臓外分泌部，副腎皮
間質の増大は認め得なかった。また肝機能に言及し 質等には若干の変化が認められた，しかして前葉は
ている報告は多いが梅山(5)は実験的肝障害に際して 主細胞増加の傾向を示し，肝臓では小葉周辺帯にお
Chlorophyllの投与が肝機能庇護作用をもっ ζとを けるグリコーゲンの減少を示し，勝臓外分泌部では
述べている。われわれの実験例でも肝臓に影響のあ リボ核蛋白の存在する腺細胞基底部の細胞質密度の
ることは証明されたが，肝小葉周辺帯におけるグリ 増大を示し，副腎皮質では主に網状帯の減少にとも
コーゲンの減少に対して一義的な解釈を下すことは なう束状帯の増大を認めた。
困難である。また J. Q. Gri茄thら(6)は実験的リ 4) これら二三の臓器における変化の意義につい
ンパ水腫応対して Chlorophy1誘導体がヘパリン て一義的な解釈を下すことは困難であるが，少なく
ようの効果をもつのではないかと推察している。 ともそれらの所見は退行像を示すものとは考え難
内分泌系lζ対する影響については著者の調査した い。
範囲ではその報告を見出すことができなかった。し
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附図説明
。肝臓(対照マウス〉ヘマトキシリン・エオジン染色 x10x20 
2) 肝臓(実験マウス)向 上 
3) 肝臓(対照マウス)PAS・へマトキシリン染色 x10x20 
4) 肝臓(実験マウス〉向 上 
5) 醇臓(対照マウス〉へマトキシリン・エオジン染色 X10X40 
6) 醇臓(実験マウス)同 上 
7) 脳下垂体前葉(対照マウス〉へマトキシリン・エオジン染色 X10x40 
8) 脳下垂体前葉(実験マウス)向 上 
9) 脳下垂体中間部(対照マウス)ヘマトキシリン・エオジン染色 x10X40 
10) 脳下垂体中間部(実験マウス)同 上 
11) 脳下垂体後葉(対照マウス)へマトキシリン・エオジン染色 X10x40 
12) 脳下垂体後葉(実験マウス〉向 上 
13) 甲状腺(対照マウス〉ヘマトキシリン・エオジン染色 X10x40 
14) 甲状腺(実験マウス)向 上 
15) 副腎(対照マウス〉ヘマトキシリン・エオジン染色 x10x20 
16) 副腎(実験マウス)向 上 
17) 副腎(対照マウス〕ヘマトキシリン・エオジン染色 x10x40 
18) 副腎(実験マウス)向 上 
19) 腎臓(対照マウス)ヘマトキシリン・エオジン染色 x10x4σ 
20) 腎臓(実験マウス)同 上 
t: 中心静脈 h: 尿細管 
1 : ランゲJレハンス島 v: 小葉間静脈 
e: 拝外分泌部 b: 血管 
g: 球状帯 f: 束状帯 
r: 網状帯 m: 髄質 
  
pf: 傍小胞細胞 gl: 腎小体
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